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の原子を含む面間力の成分の加圧による大きな変化が [100JL A xフォノン分枝の加圧によるソフト化
に重要な役割を果たすことを明らかにした。最後に，ここで求めた電子を媒介とする有効力に短距離の
面間力を加えてフォノンの分散曲線を計算し，中性子非弾性散乱の測定で得られた加圧による分散曲線
の変化を見事に説明した。本研究により問題とされていた[100JL A xフォノンモードのソフト化は強
い電子格子相互作用に由来するものであることが明らかになった。
第二部は110kbar以上で、安定な単純立方構造の「金属燐において観測されている圧力誘起超伝導にお
ける電子格子相互作用の役割」に関する研究である O まず，著者は圧力下における電子状態をセルフコ
ンシステント APW法によって求め，状態密度，フェルミ面の圧力変化を詳しく調べた。フェルミ面の
圧力による変化が超伝導の転移点の圧力変化にきいてくる O フェルミレベルでの状態密度は極めて小さ
く，従って5，.10Kという高い転移点をもっこの物質の超伝導には電子格子相互作用が強いことが不可
欠である O ここでは，著者自身の求めたバンドに基づいて電子格子結合係数を計算し，電子格子相互作
用の強い系であることを明らかにした。次に結合係数のフェルミ面上での平均値をもとめて， BCS機
構に基づく強結合の場合の超伝導温度の見積りをMcMillan-Allen-Dynesの公式に従って実行した。た
だしフォノン振動数に対する直接的情報が得られていないてので，単純立方格子に対する簡単なフォノ
ン分散関係を仮定し体積弾性率とポアソン比から音速を見積ってフォノン振動数を評価した。計算で求
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れたTcの大きさのオーダーは測定値とよく一致している O 圧力変化に関しては計算結果は測定結果に
比べて小さいが，この不一致はフォノン振動数の見積りの組さによるものであろう O 本研究は金属燐の
超伝導がBCS機構に基づく強結合の理論によって理解できることを明らかにしたものである O
以上のように，本研究はバンド構造に基づいて燐の興味ある現象を微視的に解明した新しい仕事で，
電子格子相互作用の果たす役割について数々の重要な知見を与えるものであり，学位論文として十分の
価値があると認めるO
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